
写真

実施内容

　当現場には、電気・通信ラインの架空線が多数存在し、重機による接触防止に特段
の配慮が必要であった。通常の防護カバーの上に、視認しやすい様にトラテープ、蛍
光テープ及び、架空線下の地上部に幟を設置し、注意喚起の見える化を図った。
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